
プロジェクト

18
まちづくり

大磯市（おおいそいち）

柱

Ⅴ
神奈川は、首都圏に位置し、

都市化が進んでいる地域でありながら、

一方で、森・川・海が連なる豊かな

自然環境にも恵まれており、

それぞれの地域に魅力ある

資源やライフスタイルがあります。

また、商店街のにぎわいは

地域に多くの人を引きつける

マグネットになりますので、

その魅力を増すことで、地域全体の

活気を取り戻すことができます。

そこで、こうした地域の特性や

資源を活用したプロジェクトを

推進するとともに、商店街をはじめ、

地域の魅力に磨きをかけて、

人を呼び込み、引きつけるマグネットを

つくり、地域活性化を図ります。

地域活性化
〜地域資源を生かした地域活性化をめざして〜
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環政 へ

教土産保

プロジェクトのねらい

具 体 的 な 取 組 み

A県西地域活性化プロジェクトの推進
◯	「自然」「食」「癒し」などの多彩な地域資源を持つ県
西地域を、「未病の戦略的エリア」と位置づけ、「未病
を治す」をキーワードに地域の新たな活力を生み出
すため、県西地域活性化プロジェクトを推進します。

主 な 取 組 内 容 2015 2016 2017 2018

「未病いやしの里」づくりの推進
実施主体 | 県、市町、民間

拠点整備構想募集、計画策定 拠点整備の推進
「未病」の普及啓発

県西地域の地域資源を生かした
「未病を治す」取組みの推進
実施主体 | 県、市町、民間

「未病を治す」地域資源の魅力増加

「未病でつなぐ地域の活性化」の
取組みの推進
実施主体 | 県、市町、民間

「未病」をテーマとした産業の振興

B三浦半島の資源を生かした地域の活性化
◯	変化に富んだ海岸線や豊富な歴史的文化遺産、農
水産業など、三浦半島地域の潜在的な資源の魅力
を磨き上げ、三浦半島全体の新たな活力を生み出し
ます。

◯	三浦半島地域の魅力を発信するため、神奈川の海
の魅力を国内外にPRする「かながわシープロジェク
ト」と連動した取組みを行います。

主 な 取 組 内 容 2015 2016 2017 2018

三浦半島の資源を生かした
地域活性化の取組み
実施主体 | 県、市町、民間

三浦半島の地域資源の魅力増加

「かながわシープロジェクト」と
連動した取組み
実施主体 | 県、市町、民間

「かながわシープロジェクト」と連動した
取組みの推進

▶ 地域の特性や資源を活用したプロジェクトの推進

▶ 人を呼び込み、引きつけるマグネットづくり

C地域のマグネットとなる魅力づくり
◯	県内各地域の魅力を生かした個性的なライフスタイ
ルを発信し、県内への移住を促進します。

◯地域全体のマグネット力を高めるため、国際的観光
地を創出する「新たな観光の核づくり」と連動した取
組みを行います。

◯	神奈川最大の水がめである宮ヶ瀬湖をはじめ、神奈
川の豊かな水を育み守ってきた水源地域の活性化
を図るため、ダム湖と周囲の自然環境を生かしたイベ
ントの実施や魅力の発信などに取り組みます。

◯	県内外から人を引きつける魅力ある商店街を創出
するため、地域のブランド育成に取り組む商店街の
掘り起こしや、商業人材の育成などに取り組むことで、
商店街を中心とした地域商業の活性化を図るととも
に、商店街をめぐる観光ツアーを展開します。

主 な 取 組 内 容 2015 2016 2017 2018

地域の魅力を生かした移住の促進
実施主体 | 県、市町村、民間

映像
作成など 移住促進のためのプロモーション

「新たな観光の核づくり」と
連動した取組み
実施主体 | 県、市町、民間

「新たな観光の核づくり」と連動した
取組みの推進

豊かな水を育む水源地域の活性化
実施主体 | 県、市町村、民間

ダム湖と周囲の自然環境を生かした
活性化事業の推進

地域の商店街の活性化と
商店街観光ツアーの展開
実施主体 | 県、市町村、民間

商店街への支援・商店街観光ツアーの展開
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